
第４学年１組 学級活動（１）学習指導案 

北九州市立小石小学校 

 

 

１ 議題 「スクールヘルパーさんありがとう集会をしよう。」 

 

２ 議題について 

（１） 児童の実態 

本学級の児童（男子７名、女子８名）は、５月に「どんな学級にしたいか」について話し合

い、「わくわくにこにこがんばる！ いつも元気１００％ 力を合わせる４年 1 組」という学級

目標を設定した。みんなでやりたいことを提案して一緒に遊んだり、集会をしたりすることが

好きな児童が多く、互いの考えを進んで伝え合いながら、学級活動に意欲的に取り組んでいる。 

これまでの学級会では、「1 学期の係活動を決めよう」や「『池田先生へのサプライズ』に

ついて話し合おう」などを議題として、話合いを行ってきた。これらの議題は、児童が日頃の

生活の中で思い立った「みんなで話し合いたいこと」を提案カードに書き、提案ボックスに入

れたものの中から選定された。特に、昨年度の担任であった「池田先生へのサプライズ」につ

いて話し合う学級会では、池田先生の気持ちを想像しながら、相手のために工夫してできるこ

とを真剣に考えている児童が多くいた。さらに、学級会で話し合って決めたことを、実際にみ

んなで協力して実践する楽しさや達成感を感じることもできていた。 

一方で、最終的に意見はまとまったものの、時間内に話合いを終えることができなかった場

合も多かった。また、話合いの内容によっては、自分と異なる意見を受け入れられず、結果に

納得できなかった児童もいた。短冊黒板や賛成・反対マーク等を活用して、話合いの状況を可

視化することで、友達の思いにも気付かせながら、時間内にみんなで納得できるような話合い

ができるように指導を続けている。 

 

（２） 議題選定の理由 

   本議題は、「いつもみんなのために頑張ってくれているスクールヘルパーさんたちに、『あ

りがとう』の気持ちを伝えたい」と思った児童により、提案されたものである。この児童は、

7 月末に七夕飾りを片付けるとき、「笹を準備してくれた人にお礼がしたい」という思いをも

っていた。２学期に入り、スクールヘルパーさんたちの中に、笹を準備してくれた方がいらっ

しゃると知り、児童は、スクールヘルパーさんたちについてもっと知りたいと感じるようにな

った。そこで、スクールヘルパーさんたちにインタビューをして、日頃頑張っていることや、

なぜこの活動をしているのかなどを取材していくうちに、学級全体で「スクールヘルパーさん

たちに『ありがとう』を伝える集会をしたい」という思いが高まっていった。このことを受け

て、計画委員会で話し合い、議題として選定された。 

   本校では、１０名の方がスクールヘルパーとして活動している。朝の登校時は交差点に立ち、

午前中は学校敷地内を回って児童の安全を見守ってくださっている。スクールヘルパーとして

の活動以外にも、学校や地域のために活動してくださっている方もいるということを知り、さ

らに親しみと感謝の気持ちが高まった児童は多い。「いつもみんなのために頑張ってくれてい



るスクールヘルパーさんたちのために、自分たちの力で集会を開いて感謝を伝える」という目

的に向かって、みんなで話し合って決めたことをもとに、協力して実践する楽しさを十分に味

わわせていきたい。 

 

３ 目標 

知識及び技能 

○ 計画委員会の役割や学級会の進め方を理解し、友達と協力して学級会の準

備をすることができる。 

○ 自分の役割を理解して集会に参加し、活動を楽しむことができる。 

○ 合意形成したことをみんなで協力して実践することのよさを理解するこ

とができる。 

思考力、判断力、 

表現力等 

○ 提案理由やめあてを意識して、自分の考えを記述したり、発言したりする

ことができる。 

○ 友達の意見や自分の意見のよいところに着目して合意形成を図ることが

できる。 

学びに向かう力、 

人間性等 

○ 計画委員会の役割を理解し、話合い活動に進んで取り組もうとする。 

○ 合意形成したことを基に、自分の役割を意識しながら友達と協力して活動

しようとする。 

 

４ 評価規準 

よりよい生活を築くための 

知識・技能 

○ 計画委員会の役割や学級会の進め方を理解し、友達と協力して

学級会の準備をしている。 

○ 自分の役割を理解して集会に参加し、活動を楽しんでいる。 

○ 合意形成したことをみんなで協力して実践することのよさを

理解している。 

集団や社会の形成者としての 

思考・判断・表現 

○ 提案理由やめあてを意識して、自分の考えを学級会ノートに書

いたり、発言したりしている。 

○ スクールヘルパーさんに喜んでもらえるような集会にす

るために、友達の意見や自分の意見のよいところに着目して

合意形成を図っている。 

主体的に生活や人間関係を 

よりよくしようとする態度 

○ 計画委員会の役割を理解し、進んで取り組もうとしている。 

○ 合意形成したことを基に、自分の役割を意識しながら友達と協

力して活動しようとしている。 

 

５ 事前の活動 

日時 学習活動 〇 主な指導上の留意点 【観点】評価規準（評価方法） 

８月２９日 

～ 

９月６日 

（中休み） 

１ スクールヘルパ

ーさんについて調

べる。 

（第１～５調査隊） 

〇 スクールヘルパーさんに

ついて学級全体に知らせる

ことができるように、児童が

取材している様子を GIGA 端

末で撮影しておく。 

【主】スクールヘルパーさん

への取材に進んで取り組もう

としている。 

（発言内容・行動観察） 



９月７日 

（中休み） 

２ 計画委員会で議

題を選定し、議題を

決定する。 

（計画委員会） 

〇 真剣に話し合える内容を

選定することができるよう

に、提案された議題のよさと

必要性を考えて選ぶように

助言する。 

【主】計画委員会の役割を理

解し、進んで取り組もうとし

ている。 

（発言内容・行動観察） 

９月８日 

（帰りの会） 

３ 柱、話合いのめあ

てなどを決めて、学

級全体に知らせる。 

（計画委員会） 

〇 みんなで１つの内容を決

める話合いができるように、

学級の課題を意識させなが

ら、柱や話合いのめあてを考

えるように助言する。 

【思】提案理由に沿って、全

員で話し合いたい内容を決定

している。 

（発言内容・行動観察） 

９月１１日 

（５校時） 

４ 議題、提案理由、

柱、めあてを確認

し、自分の考えを学

級会ノートに書く。 

（全員） 

〇 自分の意見をもって話合

いに参加できるように、提案

理由やめあてを意識して考

えるように助言する。 

【思】提案理由やめあてを意

識して、自分の考えを学級会

ノートに書いている。 

（ノート分析） 

９月１２日 

～１３日 

（昼休み） 

 

５ 学級会ノートに

書かれた意見を整

理し、話合いの準備

や練習をする。 

（計画委員会） 

 

〇 司会や黒板記録、ノート記

録の仕事が理解できるよう

に、話合いの進め方シートを

活用する。 

〇 フロアの児童が意見を述

べやすくするために、全員の

学級会ノートに目を通して

おき、必要に応じて、意見の

仲間分けをしておく。 

【知】自分の役割や学級会の

進め方を理解し、友達と協力

して準備をしている。 

（発言内容、行動観察） 

 

９月１４日 

（昼休み） 

６ 学級会のリハー

サルを行う。 

 （計画委員会） 

〇 見通しをもって自分の役

割ができるように、話合いの

進め方シートを活用しなが

ら、学級会の進め方の確認を

する。 

【知】自分の役割や学級会の

進め方を理解し、友達と協力

して準備をしている。 

（発言内容、行動観察） 

９月１５日 

（昼休み） 

７ 掲示物等の準備

をする。 

 （計画委員会） 

 

〇 掲示物等の準備がスムー

ズにできるように、これまで

の学級会の記録写真を活用

して準備する。 

【知】自分の役割や学級会の

進め方を理解し、友達と協力

して準備をしている。 

（発言内容、行動観察） 

 

６ 本時の学習 

（１）日時 令和５年９月１５日（金）５校時 於 ４年１組教室 

（２）主眼 

「スクールヘルパーさん ありがとう集会」で渡すプレゼントや一緒に遊ぶ内容について話し

合う活動を通して、理由を明確にして考えを伝えたり、自分と異なる意見も受け入れたりしなが

ら、互いの考えのよさに気付き、スクールヘルパーさんに喜んでもらえるような内容を学級全員

で考えて決めることができるようにする。 

 



（３） 見方・考え方を働かせている児童の姿 

友達の意見のよいところに着目し、そのよさを生かして合意形成を図ろうとしている姿 

（４）準備 

  教師：黒板掲示用プレート（議題、提案理由、柱１、柱２など）、GIGA端末 

  児童：学級会ノート（全員） 

話合いの進め方シート・学級会グッズ（計画委員会） 

 

（５）展開 

第５回学級会 活動計画 

議 題 「スクールヘルパーさんありがとう集会をしよう。」 

役 割 司  会  （ ）  黒板記録（  ）（ ） 

副司会・ノート記録（ ）  提 案 者（ ）（ ） 

提案理由  いつもみんなのために頑張ってくれているスクールヘルパーさんたちに、「ありがと

う」の気持ちを伝えたいと思いました。みんなで「スクールヘルパーさんありがとう集

会」をして、一緒に遊んだり、感謝の気持ちを伝えたりすることで、スクールヘルパー

さんたちと、もっと仲良くなりたいと思ったので、提案しました。 

めあて 〇スクールヘルパーさんことを考えながら、理由をつけて意見を言おう。 

〇友達の意見のよいところを見つけながら、最後までよく聞こう。 

決まって

いること 

日 に ち ：９月下旬 

場   所 ：多目的教室 

遊ぶ時間 ：２０分程度 

プレゼント：お礼の気持ちが伝わるもの、手作りできるものにする。 

学習活動 〇 指導上の留意点  【観点】評価規準（評価方法） 

１ はじめの言葉 

 

 

 

２ 司会グループの紹介

をする。 

 

３ 議題と提案理由の確

認をする。 

 

 

 

 

 

４ めあての確認をす

る。 

 

５ 決まっていることの

確認をする。 

 

 

 

 

 

 

 

○ めあてや提案理由などを意識しながら話合いができるように、

議題、提案理由、話合いのめあてなどは、事前に模造紙や短冊に

書き、黒板等に掲示しておく。 

 

〇 自分の役割と頑張ることを発表することで、自分なりのめ

あてをもって取り組むことができるようにする。 

 

〇 「スクールヘルパーさんに『ありがとう』を伝える」とい

う目的を意識して話し合うことができるように、議題と提案

理由を確認して、提案者の思いや願いを学級全体で共有する。 

〇 相手意識を高めることができるように、GIGA 端末を活用し

て、事前に撮影したスクールヘルパーさんへのインタビュー

動画等を見せる。 

 

〇 めあてに沿って話合いができるように、全員で声に出して

読むようにする。 

 

〇 全員が同じイメージをもって話し合えるように、決まって

いることを確認する。 

 

 

 

 

 

 

 

 
【決まっていること】 

日 に ち ：９月下旬 
場   所 ：多目的教室 
遊ぶ時間 ：２０分程度 
プレゼント：お礼の気持ちが伝わるもの、 

手作りできるものにする。 



６ 話合いをする。 

柱１ 

「どんな遊びをするのか

を決めよう。」 

 

 

 

 

 

柱２ 

「どんなプレゼントにす

るのかを決めよう。」 

 

 

 

 

 
 
７ 決まったことの確認

をする。 

 

 

８ 振り返りをする。 

 

 

 

 

９ 先生の話を聞く。 

 

 

〇 話合いの状況を視覚的に理解しやすくするために、分かり

合うでは、賛成・反対マークや短冊黒板などを活用して、児

童の意見を黒板に分かりやすく整理するよう、必要に応じて

助言する。 

 

〇 意見が出ないときは、意見を出しやすくするために、小グ

ループの話合いを取り入れるように、司会の児童に助言して

おく。 

 

〇 まとめるでは、それぞれの意見のよさに着目しながら話合

いができるように、合意形成のツールとして賛成・反対マー

クや短冊黒板などを活用しながら、話合いをまとめるように

する。 

 

【思】スクールヘルパーさんに喜んでもらえるような集会にす

るために、友達の意見や自分の意見のよいところに着目して

合意形成を図っている。（発言内容・行動観察） 

 

〇 決まったことを分かりやすく伝えることができるように、

ノート記録の児童には、「決まったことの発表カード」を活

用して話すように声をかける。 

 

〇 「友達のよいところ」「話し合う前と比べて変わったこと」

「これから頑張りたいこと」など、振り返りの視点を示すこ

とで、話合いを通して感じたことを具体的に書くことができ

るようにする。 

 

〇 今後の活動への意欲を高めることができるように、提案理

由やめあてを意識した発言、友達の思いを大切にしていた発

言、頑張った計画委員会を称賛する。 

 
（６）評価の様相 

区 分 様  相 

十分満足 

できる状況 

提案理由や話合いのめあてを意識しながら、友達の意見や自分の意見

のよいところに着目して合意形成を図っている。 

おおむね満足 

できる状況 

教師の支援を受けて、提案理由や話合いのめあてを意識しながら、友

達の意見や自分の意見のよいところに着目して合意形成を図っている。 

 

７ 事後の活動 

日時 学習活動 〇 主な指導上の留意点 【観点】評価規準（評価方法） 

9月 19日 

～   

 

１ 役割分担をして、

「スクールヘルパ

ーさんありがとう

集会」の準備をす

る。（全員） 

〇 児童が協力したり助け合

ったりして楽しく活動する

ことができるように、全員で

役割を分担して準備を進め

る。 

【主】合意形成したことを基

に、自分の役割を意識しなが

ら友達と協力して活動しよう

としている。 

（発言内容・行動観察） 

9月下旬 

（３校時） 

２ 「スクールヘルパ

ーさんありがとう

集会」をする。 

〇 集会のめあてを意識しな

がら、自分の役割を果たした

り、協力して活動したりする

【知】自分の役割を理解して

集会に参加し、活動を楽しん

でいる。 



（全員） ことができるように、声かけ

をする。 

（発言内容・行動観察） 

9月下旬 

（４校時） 

 

３ 振り返りをする。 

（全員） 

 

〇 実践を振り返り、満足感や

達成感を感じたり、新たな目

標や課題を意識したりする

ことができるように、児童の

努力や意欲などを積極的に

認めたり、児童のよさを学級

全体で伝え合ったりする。 

〇 児童が実践を通して自己

のよさや成長に気付くこと

ができるように、レーダーチ

ャートを活用する。 

【知】合意形成したことをみ

んなで協力して実践すること

のよさを理解している。 

（発言内容・ノート分析） 

 

 
 

 


